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＜作り方＞
　①ゆでタケノコ、ニンジンは短冊切りにする。
　②油揚げは熱湯で油抜きし、短冊切りにする。
　③ワカメは塩抜きし食べやすく切る。
　④鍋にＡを入れ火にかけ、①のタケノコ、ニンジン
　　②の油揚げを入れ、15分程度煮る。
　⑤�Ｂの調味料を加えて２～３分煮、③のワカメを入れ煮立っ
たら火を止め、器に盛る。色よく塩ゆでしたキヌサヤを
添え、木の芽をあしらう。

＜材料＞（４人分）
　ゆでタケノコ………300ｇ
　ニンジン……………  60ｇ
　油揚げ………………  20ｇ
　ワカメ（塩

えん

蔵
ぞう

）……  40ｇ
　キヌサヤ……………  20ｇ
         だし汁…………400cc
　 Ａ 　酒……………… 大２
　 　 砂糖…………… 大２
　 　 塩……………… 小1/2 （2.5ｇ）
　 Ｂ 　みりん………… 大２
　 　 しょうゆ……… 大２
　 木の芽……………… 少々

1人分の栄養価　エネルギー 53kcal、たんぱく質 4.5g、脂質2.0g

※このレシピは、行政チャンネル、市ホームページでも紹介します。

5月

 五 目 若 竹 煮
　春の訪れを感じさせてくれるタケノコの煮物です。
　タケノコは食物繊維が多くコレステロールの吸収を和らげる働きがあります。
　他の野菜やワカメと一緒に食べることにより、栄養のバランスが良くなります。

　

旧
片
山
家
住
宅
は
、
昭
和
52
（
１
９

７
７
）
年
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ
れ
た

成
羽
町
吹
屋
の
町
並
み
に
あ
る
代
表
的

な
建
造
物
で
す
。
吹
屋
の
弁べ
ん
が
ら柄
業
の
草

創
期
（
江
戸
時
代
後
期
）
以
来
、
製
造

販
売
を
行
っ
た
豪
商
片
山
家
の
住
宅
と

し
て
建
て
ら
れ
、
二
百
年
余
り
に
わ
た

り
、
当
時
の
ま
ま
現
在
に
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

町
並
み
の
中
心
的
な
建
造
物
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
近
世
弁
柄
商
家
の
典

型
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
江
戸

か
ら
明
治
に
か
け
て
の
増
改
築
の
年
代

も
家か
そ
う相
図
、
棟む

な
ふ
だ札
な
ど
に
よ
り
、
正
確
に

把
握
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
18（
２
０
０
６
）

年
、
家
相
図
三
舗ほ

と
と
も
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

家か
そ
う相
と
は
、
吉
凶
に
関
係
す
る
と
い
わ

れ
る
家
の
方
向
、
位
置
、
構
造
な
ど
の
こ

と
を
い
い
、
家
の
平
面
図
を
も
と
に
示
し

た
も
の
を
家
相
図
と
い
い
ま
す
。
本
図
は

片
山
家
に
残
さ
れ
た
最
も
古
い
家
相
図
で
、

母
屋
と
付
属
の
建
物
な
ど
を
描
き
、
部
屋

名
と
広
さ
を
記
入
し
、
種
別
ご
と
の
色
分

け
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
、
居
間
と
さ

れ
て
い
る
部
屋
を
中
心
に
赤
い
線
で
家
相

方
位
を
記
入
し
、家
相
を
示
し
て
い
ま
す
。

片
山
家
に
残
さ
れ
た
家
相
図
は
七
舗
あ
り

ま
す
。
こ
の
中
か
ら
、本
図
と
安
政
２
（
１

８
５
５
）
年
、
安
政
７
（
１
８
６
０
）
年

に
そ
れ
ぞ
れ
描

か
れ
た
江
戸
期

の
も
の
三
舗
が

旧
片
山
家
住
宅

の
附
つ
け
た
り
も
ん
じ
ょ

文
書
と
し

て
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

高
梁
の
文
化
収
蔵
品

市
内
に
は
、
優
れ
た
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
月
号
は
、歴
史
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る「
旧
片
山
家
住
宅
家
相
図
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

�
　

■
問
い
合
わ
せ　

歴
史
美
術
館
（
☎
�
０
１
８
０
）

【旧片山家住宅家相図】

文政13年（1830）　１舗
ほ

　紙本著色
縦32. 6㎝　横43. 0㎝　重要文化財

重要文化財　旧片山家住宅正面

　

松
山
踊
り
は
、
お
よ
そ
３
６
０
年

続
く
盆
踊
り
で
、
誰
で
も
気
軽
に
踊

れ
る
「
地じ

お
ど踊

り
」
と
、
武
士
の
踊
る

「
仕し

ぐ
み
お
ど

組
踊
り
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

宗
教
的
色
彩
が
少
な
く
娯
楽
的
な
要

素
が
強
い
民
俗
芸
能
と
し
て
、
今
日

ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。 歴

史
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー 

②

　

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
る
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
か
ら

　

今
月
は
「
備
中
松
山
踊
り
（
地
踊
り
）」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
�
０
２
５
７
）

①
地
踊
り
の
始
ま
り

　

地
踊
り
は
、
慶
安
元
年
（
１
６
４

８
）、
備
中
松
山
藩
主
水み

ず
の
や谷
勝か
つ
た
か隆
が
五

穀
豊ほ

う
じ
ょ
う
穣
と
町
家
繁
栄
を
祈
っ
て
、
八

幡
神
社
（
和
田
町
）
の
秋
祭
り
で
踊

ら
せ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
年
は
勝
隆
が
藩
主
と
な
っ
て

６
年
、
高
梁
川
の
高
瀬
舟
の
航
路 

整
備
や
新
田
開
発
が
進
み
、
領
内
経

営
が
活
気
を
帯
び
て
き
た
時
期
で
し

た
。

②
商
家
町
の
経
済
発
展

　

こ
の
と
き
ま
で
に
、
商
家
町
や
武

家
町
も
ほ
と
ん
ど
が
形
を
整
え
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
基
盤
を
も
と
に
、

水
谷
氏
は
新
田
開
発
、
高
瀬
舟
の
整

備
な
ど
の
事
業
を
完
成
さ
せ
、
商
家

町
は
経
済
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
す
。

商
家
町
は
、
備
中
国
の
米
は
も
ち
ろ

ん
、
鉄
、
銅
、
和
紙
、
漆
、
タ
バ
コ
、

牛
な
ど
の
特
産
品
の
集
積
地
と
な
り
、

大
き
な
富
が
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。

③
踊
り
場
は
商
家
町
へ

　

こ
う
し
た
繁
栄
を
背
景
に
、
神
社

境
内
で
踊
ら
れ
て
い
た
地
踊
り
は
、

承
応
２
（
１
６
５
３
）
年
、
商
家
町

４
町
（
本
町
、新
町
、下
町
、鍜
冶
町
）

の
通
り
で
そ
れ
ぞ
れ
の
町
ご
と
に
踊

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、経
済
の
発
展
を
み
た
寛
文
10
（
１

６
７
０
）
年
に
は
南
町
が
取
り
立
て

（
建
設
す
る
の
意
）
ら
れ
、
南
町
を

加
え
た
５
町
で
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
商
家
町
を
舞
台
と
す
る
踊
り
と

し
て
広
ま
り
ま
し
た
。

④
町
並
み
と
と
も
に
現
代
へ

　

後
の
貞
享
３
（
１
６
８
６
）
年
に

東
町
が
取
り
立
て
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
時
代
の
町
割
り
は
藩
主
が
代
わ
っ

て
も
受
け
継
が
れ
、
現
在
も
町
割
り

や
通
り
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

一
方
、
地
踊
り
は
、
大
正
年
間
以

降
は
一
つ
の
踊
り
場
に
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
、
現
在
は
駅
前
大
通

り
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
の
長
い
間
、
町
の
辻
で
踊
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

地
踊
り
は
長
い
間
、
商
家
町
の
町

並
み
を
背
景
に
し
て
踊
ら
れ
、
城
下

町
と
と
も
に
今
日
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
と
い
え
ま
す
。

シリーズ

番傘をさして四斗樽に乗る音頭取りを
囲む地踊りの輪（下町、昭和20年頃）


